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アーチカルバート/
クロロガード®

分 類 効 果 特 長概 要

施工手順クロロガードⓇ〈耐塩害・高耐久性 コンクリート用混和材〉

材料・工法
比較

クロロガード®とは
　クロロガード®は、セメント等の結合材に対して、所定の量を置
換して使用することにより、高い塩化物イオン浸透抵抗性をはじ
めとした、高耐久性コンクリートを得ることのできる混和材で
す。 クロロガード®を使用することにより、塩化物イオン浸透抵
抗性のほか、圧縮強度、乾燥収縮特性、凍結融解に対する抵抗性
に優れたコンクリートを製造することができ、構造物の長寿命
化、高耐久化、ライフサイクルコスト低減などを図ることができ
ます。

1.少量添加で高い耐塩害性
コンクリート1m3あたり20～40kgを添加するだけで高い耐塩害性を
発揮します。

2.コンクリートかぶり増厚不要
塩化物イオンが浸透しにくいため、通常のかぶり厚で鋼材の腐食を遅
らせることが可能です。

3.ライフサイクルコスト低減
長寿命化により、改修等のコストを低減します。

4.寒冷地に最適
凍結防止剤の散布される寒冷地でも適用可能です。

●特長

■用途

塩化物イオン浸透抵抗性が高まるので、通常のかぶり厚で、鋼材の腐
食を遅らせる効果が発現。高い塩化物イオン浸透抵抗性を求めれる構

造物に適しています。

臨海で使用する構造物
凍結防止剤の散布される構造物

構造物を長寿命化して、ライフサイクルコストを低減。
臨海部や凍結防止剤使用地域で活用。

圧縮強度
同等以上

塩化物
イオン浸透
抵抗性向上

凍結融解
抵抗性向上

乾燥収縮
低減

クロロガード®使用
高耐久性
コンクリート

建設技術審査証明では上記4性能のうち「塩化物イオン
浸透抵抗性」について審査・証明されました。

クロロガード®と従来技術（材料、工法）との比較

クロロガード®
セメントと同様にミキサに
投入（20～40kg/m3）し
練り混ぜる

鋼材への
塩化物イオンの
供給量を低減する

鋼材への
塩化物イオンの
供給量を低減する

鋼材の防錆

高炉スラグ微粉末
フライアッシュ

（またはこれらの混合セメント）

表面被覆工法

かぶり増し厚

鉄筋エポキシ樹脂塗装

所定の配合で練り混ぜる

表面被覆塗装
（コンクリート硬化後）

鉄筋かぶりを増し厚する

あらかじめ鉄筋に
樹脂塗装を施す

所要量が少ない
専用設備不要
製造の汎用性が高い

所要量が比較的多い
サイロなどの専用設備要

工程が増える
天候に左右される

 型枠改造要
（コンクリート製品の場合）

準備に時間と手間を要する

従来型
混和材

従来型
技術

NETIS掲載終了
CG-150009-A
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建設技術審査証明
（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）
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※「クロロガードⓇ」はMUマテックス㈱の登録商標です。

アーチカルバート

3mを超える高土被りに効果を発揮します。

アーチカルバートはボックス型に比べて上部荷重が大幅に
低減されるため軽量化による経済性とともに高盛土への
対応が可能です。
■Ⅰ　　　型・・・標準厚さで標準鉄筋のもの
■Ⅱ　　　型・・・標準厚さで鉄筋量を増加させたもの
■特　厚　形・・・Ⅰ型、Ⅱ型より約3割厚さを増加させたもの
■超特厚形・・・特厚形の底版厚を増したもの

●特長

受注してからの型枠製造となります

アーチ形をしたプレキャストコンクリート製品で、力学的合理性のある形状で高土被りへの対応、軽量化によ
る経済性に優れています。形状と強度により各種製品があり、下水道用、地下道用、共同溝など多方面にわ
たっています。プレキャストアーチカルバートは、（公社）日本道路協会平成21年度版「道路土工・カルバート工
指針」に記載されています。

1. 高い強度による経済性
アーチカルバートは、上部がアーチ形、下部がボックス形をしてい
るため、上部の荷重は軸方向圧縮力として伝達され、部材の上部及
び側壁に生じる曲げモーメントは、ボックス形に比べて大幅に低減
され高い強度をもつことができます。このため、高い土被りに対し
て特に有効であり、経済性が発揮されます。
2. ゴム輪による高い止水性
アーチカルバートは、継手部にゴム輪を使用することにより、高い
止水性を確保することができます。
3. ゴム輪の弾力性による可撓性
アーチカルバートは、ゴム輪を使用しているため、地盤の多少の不
同沈下に対しても、従来のモルタルコーキングと違い、ゴム輪の弾
力性による可撓性が発揮され漏水の心配がありません。
4. 工期の短縮による経済性
アーチカルバートは、ゴム輪を使用するため、継手部にモルタル目
地を施す必要がなく施工が簡単で、工期の短縮による経済性が発
揮されます。また、高土被り時の円形管において必要とされるコン
クリート巻立ての必要がなく施工性、経済性に優れています。

ボックスカルバートの曲げモーメント図

アーチカルバートの曲げモーメント図

詳細に関しては営業担当にお問い合わせください。




